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しかまちしかまち食育食育通信
　食育とは健康的な生活を送るために、食に関するあらゆる知識を育むことです。
　食べることは生涯にわたって続く基本的な営みであり、子どもはもちろん大人に
なってからも「食育」は重要です。まずは「食」に関心をもち、考えてみることか
らはじめてみませんか？

食育推進の主な取り組み

　食育月間である６月に、町内の保育園・幼稚園に
て、保護者向けの啓発資料として、朝ごはんに関す
るリーフレットを作成・配布し、食育推進の呼びか
けを行っています。
　また、町内の小学校で食育を推進するのぼり旗を
設置、校内での朝ごはんに関するポスターの掲示な
どの取り組みも行っています。

　幼稚園・保育園では、野菜の栽培・収穫体験を行っ
ています。
　また、野菜クイズや朝ごはんの大切さを伝える栄
養教室、旬の食材を使ったクッキングなどを行い、
食べることの楽しさ、食事のマナーについて伝え、
正しい食習慣を身につける機会としています。

食育の日及び食育月間における取り組み食育の日及び食育月間における取り組み

幼稚園・保育園・学校等での取り組み幼稚園・保育園・学校等での取り組み

　学校では、栄養教諭や学校栄養職員が各学校を訪問
し、児童生徒が豊かな食習慣を身に付け、健康な食生
活が送れるよう、食に関する指導を行っています。
　また、幼稚園・保育園・小中学校では、郷土料理の「あ
いまぜ」や、地場産物を取り入れた給食の提供を行っ
ています。

特 集特 集
６月は食育月間、毎月19日は食育の日です
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しかまち食育通信

　町では、平成29年３月に策定した、「第２次志賀町食育推進計
画」に基づき、関係団体・機関が連携を図りながら、子どもから
高齢者まで幅広い世代への食育推進活動を行っています。

しかまち食育通信特 集

　食育推進の主な取り組み

　若い世代への取り組みの一環として、志
賀高校の３年生対象に食育講座を開催して
います。
　講座では、「バランスのよい食事」をテー
マに講義と調理実習を行い、講座を通して、
食について改めて考え、自分の食生活を見
直す機会としています。

　保育園・幼稚園・学校や地域のボランティ
ア団体、農林漁業者等、食育に係わる多様
な関係者が、情報交換や連携を図るための、
食育ネットワーク会議を開催し、食育を推
進しています。

志賀高校での食育講座の開催志賀高校での食育講座の開催

食育ネットワーク会議の開催食育ネットワーク会議の開催

ます。
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しかまち食育通信　特 集

食生活改善推進員を知っていますか？

　食生活改善推進員、通称“食改さん”は「私たちの健康は私たちの手
で」を合言葉に、食を通じた健康づくりに取り組んでいるボランティア
グループです。

　各地区での生活習慣病予防を目的とした減塩
料理教室等の開催。調理体験や共食の機会とし
て、おやこの食育教室の開催や、男性の料理教
室への協力など、志賀町では現在98名の会員
が子どもから高齢者まで幅広い世代を対象に、
健康づくりや食生活の大切さを伝える活動を
行っています。

　町が主催する食生活改善基礎コースセミナーを修了すると、食改さんになることができます。
　志賀町民であれば、どなたでもセミナーを受講することができます。男性の方も大歓迎！！

＊「食生活改善推進員」とは＊「食生活改善推進員」とは

＊こんな活動を行っています＊こんな活動を行っています

＊どうしたら食改さんになれるの？＊どうしたら食改さんになれるの？

食生活改善基礎コースセミナー受講者募集！食生活改善基礎コースセミナー受講者募集！

「食生活改善推進員」の養成講座を開催します。食生活や健康づくりについて学んでみませんか？

【日程】全６回で１コース　（※１回ごとの参加はできません）

【内　　容】　健康、口腔に関する講義、調理実習、運動実技（※申込み後に詳細日程を郵送します）
【申込期間】　６月27日（水）までに申込みください。
【申込・問合せ先】　志賀町保健福祉センター　☎32‒0339

回 月　　日 場　　所

1 ７月 ４日 （水） 志賀町保健福祉センター

２ ７月18日 （水） 富来活性化センター

３ ８月 ８日 （水） 志賀町保健福祉センター

４ ８月22日 （水） 富来活性化センター

５ ９月 ５日 （水） 野外活動

6 ９月26日 （水） 富来活性化センター
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○現在の位置付け
　現在、志賀町では路線バスとコミュニティバスが運行しています。以下に、その特徴や公共交通のなかでの位
置付けをまとめます。

○今後の方向性
　運転手の不足などの理由から、平成31年度末で路線バスの志加浦線と加茂循環線が廃止となるためコミュニ
ティバスによる代替運行を目指します。
　また、経営の効率化を図るため、利用希望があったときにのみ運行する「予約制のりあい交通」 の運行実験を
平成30年10月１日から１年間実施する予定です。

問企画財政課 ふるさと創生室
　☎32-9301

その９地域公共交通だより
各公共交通の位置付けの整理と今後の方向性

種 類 特　徴 路 線 名 位置付け 備　　考

路線バス

町域を超える運行

北鉄外浦線
北鉄富来急行・富来線
北鉄高浜線
北鉄後山線

幹線

町内での運行 北鉄志加浦線
北鉄加茂循環線 支線 コミュニティバスとの役割

分担が曖昧

コミュニティバス きめ細かい
エリアで運行 16路線 支線

種 類 特　徴 路 線 名 位置付け 備　　考

路線バス

町域を超える運行

北鉄外浦線
北鉄富来急行・富来線
北鉄高浜線
北鉄後山線

幹線 JRとの接続向上、わかりや
すいダイヤを目指します。

町内での運行 北鉄志加浦線
北鉄加茂循環線 支線 平成31年度末で廃止予定

コミュニティバス

きめ細かい
エリアで運行 増穂線を除く路線 支線 幹線との接続向上を図ります。

路線バスの代替 志加浦線（朝夕）
加茂循環線（朝夕） 支線 路線バスと同等のサービス

レベルを目指します。

予約制のりあい交通
コミュニティバス
と同様にきめ細か
いエリアで運行

増穂線（利用が少ない路
線） 支線

平成30年度から運行実験
を行い、幹線との接続向上
および運行経費の削減を図
ります。
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下池  新悟 さん
（71歳）　－高浜町－

稲村  幸雄 さん
（70歳）　－百浦－

旭日双光章

旭日双光章

春春
のの
叙
勲勲

　

地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て
旧
志
賀
町
議

会
議
員
と
し
て
、
初
当
選
以
来
、
合
併
後

の
平
成
23
年
５
月
ま
で
８
期
31
年
７
カ
月

の
長
い
間
、
志
賀
町
の
町
政
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

そ
の
間
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
、
農
林
商
工
建
設
常
任
委

員
会
委
員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委

員
長
、
生
活
環
境
等
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
、
産
業
振
興
、
環
境
整
備

　

石
川
県
の
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
が
設
立
さ

れ
た
昭
和
38
年
に
星
稜
高
校
で
仲
間
９
人

と
石
川
県
内
初
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
を
創
設

し
１
年
目
で
国
体
の
大
舞
台
に
出
場
。
大

学
卒
業
後
に
石
川
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
議
会

の
常
任
理
事
に
就
任
し
、
平
成
23
年
か
ら

は
会
長
を
務
め
ま
す
。

　

石
川
県
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
競
技
レ

ベ
ル
底
上
げ
を
課
題
に
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
、
ジ
ャ
パ
ン
キ
ッ
ズ
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
や
日
米
親
善
大
会
な
ど
数
多

の
促
進
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
12
年
９
月
か
ら
２
年
１
カ

月
の
間
、
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力
し
ま
し
た
。
旧
志
賀
町
、
旧
富

来
町
の
合
併
の
話
し
が
持
ち
上
が
っ
た
時

期
で
執
行
部
と
議
会
の
調
整
に
努
め
、
議

長
を
終
え
た
後
は
合
併
協
議
会
の
委
員
と

し
て
引
き
続
き
新
町
誕
生
に
寄
与
し
ま
し

た
。　

　

稲
村
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の
協
力
や
支

え
が
あ
っ
て
志
賀
町
議
会
議
員
を
務
め
る

こ
と
が
で
き
、

受
章
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ

た
た
く
さ
ん
の

人
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

く
の
全
国
大
会
や
国
際
大
会
の
誘
致
・
運

営
に
携
わ
り
、
県
内
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

の
普
及
・
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。
特
に

平
成
３
年
の
石
川
国
体
で
は
、
監
督
を
も

務
め
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で
石
川
県
が
初

の
総
合
優
勝
を
果
た
し
志
賀
町
が
「
レ
ス
リ

ン
グ
の
町
」
と
言
れ
る
所
以
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
む

け
て
志
賀
町
へ
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

チ
ー
ム
の
事
前
合
宿
誘
致
を
町
と
共
に
目

指
し
ま
す
。

　
「
最
近
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
教
室
の

選
手
た
ち
が
全

国
大
会
で
常
に

上
位
入
賞
す
る

ま
で
に
育
っ
て

き
た
。
将
来
の

五
輪
選
手
が
出

て
く
れ
れ
ば
」

と
期
待
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
か
ら
稲
村
幸
雄
さ
ん（
百
浦
）、下
池
新
悟
さ
ん（
高
浜
町
）、

寺
岡
一
夫
さ
ん（
富
来
地
頭
町
）、
大
橋
悟
さ
ん（
酒
見
）の
４
人
と
志

賀
町
出
身
の
浦
正
明
さ
ん（
金
沢
市
）が
受
章
し
ま
し
た
。
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施
設
に
入
居
し
た
親
の

金
銭
管
理
に
つ
い
て　

•
弁
護
士  

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　

現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

Ｑ
：
母
が
介
護
施
設
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
母
は
お
金
の
管
理
は
で
き
ま
せ
ん
。
年

金
の
管
理
や
施
設
へ
の
使
用
料
、
日
常
的
な
買

い
物
な
ど
の
支
払
い
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
：
自
分
で
金
銭
の
管
理
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
自
分
で
預
金
通
帳
な
ど
を
保
管
し
、
施
設

の
職
員
に
頼
ん
で
お
金
を
引
き
出
し
て
も
ら
い

そ
の
お
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
自
分

で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
、
誰
か
に
管
理
を
し

て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
法
と
し

て
、
①
本
人
の
親
族
な
ど
、
信
頼
で
き
る
人
に

預
金
通
帳
な
ど
を
預
け
、
施
設
か
ら
の
請
求
に

応
じ
て
お
金
を
引
き
出
し
支
払
っ
て
も
ら
う
方

法
②
施
設
に
お
金
を
預
け
、
必
要
の
都
度
引
き

出
し
て
使
っ
て
も
ら
う
方
法
③
市
町
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
実
施
す
る
日
常

生
活
費
に
つ
い
て
の
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
（
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
を
利
用
す
る
方
法
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
①
〜
③
の
方
法
は
、
本
人

の
意
思
に
基
づ
い
て
預
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
本
人
の
判
断
能
力
が

失
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
本
人
を
含
め
、
い
か

な
る
人
も
金
銭
管
理
を
依
頼
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
法
定
後
見
人
制
度
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、

金
銭
管
理
を
法
的
に
正
当
な
形
で
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
①
〜
③
の
場
合
で

も
、
金
銭
管
理
が
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
①
の
場
合
、
信
頼
関
係
以
外
に

管
理
の
安
全
を
保
障
す
る
方
法
は
な
い
の
で
、

使
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
被
害
回
復
は

困
難
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
す
。
そ
の

点
で
、
自
己
責
任
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
②
の
場
合
、
施
設
の
管
理
体
制
と
し

て
、
•
預
り
金
取
扱
規
程
が
作
成
さ
れ
て
い
る

•
預
け
る
物
は
通
帳
と
銀
行
印
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
預
か
ら
な
い
）
•
複
数
の
職
員
が
関
与

し
て
管
理
を
実
施
し
て
い
る
か
（
通
帳
と
印
鑑

の
保
管
責
任
者
が
別
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）
•
利

用
者
個
別
の
金
銭
出
納
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る

か
•
本
人
（
あ
る
い
は
本
人
が
指
定
す
る
者
）
へ

の
定
期
的
報
告
（
金
銭
出
納
帳
に
通
帳
の
写
し
、

領
収
書
な
ど
を
添
付
）
が
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を

確
認
し
て
み
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

施
設
が
金
銭
管
理
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
手

数
料
を
徴
収
す
る
場
合
は
、
手
数
料
の
明
確
化

と
と
も
に
、
管
理
体
制
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説

明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
③
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
問
い
合
わ
せ
て
、
相

談
に
し
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
相
談
は
、

無
料
で
す
が
、
金
銭
管
理
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
、
利
用
料
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

寺岡  一夫 さん
（72歳）　－富来地頭町－

　

富
来
中
学
校
を
卒
業
し
家
業

の
食
肉
小
売
業
を
継
ぎ
、
昭
和

47
年
に
寺
岡
畜
産
㈱
を
設
立
。

同
年
か
ら
石
川
県
家
畜
商
業
協

同
組
合
理
事
と
な
り
42
年
間
理

事
を
努
め
た
後
、
平
成
26
年
か

ら
理
事
長
と
し
て
畜
産
振
興
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
牛
「
能
登
牛う

し

」
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
石
川
県
が
ブ

ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
る
前
か
ら

良
質
な
能
登
の
和
牛
を
「
能
登

牛ぎ
ゅ
う」

と
し
て
売
り
込
ん
で
き
ま

し
た
。
か
つ
て
、
和
牛
と
い
え

ば
、
大
型
の
牛
が
重
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
に

よ
り
「
量
よ
り
質
」
の
和
牛
が

求
め
ら
れ
全
国
的
に
ブ
ラ
ン
ド

化
が
広
が
り
ま
し
た
。
早
く
か

ら
「
大
き
さ
よ
り
も
味
の
い
い

能
登
牛
」
を
目
指
す
寺
岡
さ
ん

は
、
自
ら
率
先
し
て
能
登
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
生
産
量
の
拡
大

に
畜
産
農
家
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
自
身
で
も
能
登
牛

繁
殖
セ
ン
タ
ー
で
能
登
牛
を
育

て
ブ
ラ
ン
ド
強
化
や
生
産
量
の

拡
大
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、「
う
ま
い
牛
を
育
て
る
後

継
者
の
育
成
が
自
分
の
責
務
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

大橋  悟さん（70歳） －酒見－ 浦  正明さん（77歳） －金沢市－
　　　　　　　　　　　　（志賀町出身）

昭和44年に富来町消防団第６分団に入団以来、32年９
カ月にわたり、旧富来町の防災に尽力しました。

石川県警交通部長などを歴任し、県民の安全安心に尽力
しました。

旭日双光章

瑞宝単光章 瑞宝小綬章
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